
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※
本
堂
ス
ロ
ー
プ
完
成
‼ 

お
寺
の
社
会
貢
献 

以
西
ふ
る
さ
と
め
ぐ
り
⑪ 

活
動
紹
介
⑩ 

声
・
の
ん
の
ん
さ
ま
⑨ 

イ
ベ
ン
ト
情
報
・
お
知
ら
せ 

 

発
行
：
曹
洞
宗
大
梁
山
清
元
院 

住
職 

井
上
英
之 

佛
歴
二
五
六
八
年 

令
和
７
年
１
月
１
日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

以西ふるさとめぐり⑪ 「大熊神社」 

い
わ
さ
か
・
ひ
も
ろ
ぎ
崇
拝 

※
『
以
西
郷
土
史
』
よ
り 

・
大
熊
村
は
古
来
、
山
川
村
の
熊
野
権
現
（
後
の
柴
尾
神
社
）
の

氏
子
で
し
た
。
で
も
神
社
と
の
間
に
矢
筈
川
が
あ
る
た
め
お
参
り

で
き
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
し
た
。（
昔
は
氏
神
さ
ま
に
お
参
り

で
き
な
い
の
は
一
大
事
！
） 

・
そ
こ
で
約
５
８
０
年
前
（
室
町
時
代
中
頃
）
大
熊
村
の
人
々
は

熊
の
原
（
現
大
熊
神
社
の
場
所
）
に
「
磐
境
」（
い
わ
さ
か
＝
神
が

宿
る
岩
）
を
置
き
、
そ
の
側
に
椋
（
ム
ク
）
の
樹
を
植
え
て
「
神

籬
」（
ひ
も
ろ
ぎ
＝
神
が
宿
る
木
）
と
し
て
、
神
様
に
お
参
り
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

・
寛
政
（
江
戸
時
代
後
期
１
７
９
０
年
頃
）
の
頃
、
自
然
災
害
が

続
き
、
加
え
て
疫
病
が
流
行
し
ま
し
た
。
大
熊
村
の
人
々
は
痛
く

こ
れ
を
憂
い
て
「
磐
境
」
の
側
に
石
の
小
さ
な
祠
（
ほ
こ
ら
）
を
造

り
、
三
宝
荒
神
を
祀
り
崇
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
大
熊
神
社
の
始
ま

り
で
す
。 

・
今
で
は
「
神
籬
」（
ひ
も
ろ
ぎ
）
は
大
ム
ク
（
樹
高
約
３
５
ｍ
：

県
内
最
大
の
ム
ク
ノ
キ
）
と
な
り
、
琴
浦
町
指
定
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

・
神
社
の
本
殿
入
口
上
部
に
は
、
精
緻
で
迫
力
あ
る
２
匹
の
龍
の

彫
刻
が
施
さ
れ
、
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。 

・
皆
様
大
熊
神
社
に
ぜ
ひ
一
度
お
参
り
し
て
、
６
０
０
年
前
の
大

熊
の
人
々
の
願
い
に
思
い
を
は
せ
て
み
て 

く
だ
さ
い
ね
。 

  



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  
 
 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

声
こ
え 

❖
住
職
が
言
わ
れ
た
「
真
っ
直

ぐ
線
香
を
一
本
立
て
て
自
分
と

向
き
合
う
」
こ
と
。
自
分
が
今
何

を
考
え
て
い
る
の
か
、
そ
れ
も

そ
の
ま
ま
受
け
止
め
る
。
そ
う

い
う
事
を
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
何
か
あ
っ
た
時

や
、
夢
に
祖
母
が
出
て
く
る
時

は
お
墓
参
り
を
し
て
い
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
ま
た
行
っ
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。
今
日
の
話
、
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

（
来
山
者
） 

 

❖
今
の
自
分
が
大
切
に
し
て
い

る
も
の
を
、
ど
れ
だ
け
本
当
に

大
切
に
思
っ
て
い
た
か
分
か
り

ま
し
た
。
そ
の
大
切
な
も
の
が

今
、
自
分
の
手
の
中
に
あ
る
事

の
有
難
さ
と
喜
び
が
心
の
中
に

広
が
り
、
感
謝
で
一
杯
に
な
り

ま
し
た
。 

(
死
の
体
験
旅
行
参
加
者) 

 

❖
自
分
が
１
人
踏
ん
張
る
、
頑

張
る
こ
と
を
自
立
と
思
っ
て
き

た
け
ど
助
け
て
欲
し
い
、
困
っ

て
い
る
と
他
者
に
伝
え
る
こ
と

も
自
立
す
る
大
切
な
力
。
ず
っ

と
忘
れ
ず
に
い
た
い
で
す
。 

（
講
演
会
参
加
者
） 

清元院だより 3 

 

長～く続けることが目標！ 

 

清元院は年間を通して月例イベントを継続開催しています。100回を超えたり、100回に近づいた
りして回を重ねてきました。参加人数は気にしていませんし、申し込みも必要ありません。清元院に
行けばいつでも写経や坐禅やヨガができる…という安心をとどけることを大事にしています。門を広
～く開けて、仏教に触れる機会を届け続けたいと思います。 

活動紹介⑩ 
 

月例イベント 
 

 

 

 元
気
な
子
ど
も
た
ち
を
紹
介 

か
が
や
く
宝
ほ
と
け
の
子 

ん 

の 

ん 

さ 

ま

の 

⑨ 

《
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
よ
り
》 

  

七
五
三
を
ど
こ
で
し
よ
う
か
と
色
々
考
え
た
結
果
、

清
元
院
様
に
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

 

移
住
者
で
あ
る
僕
た
ち
に
と
っ
て
、
よ
く
知
っ
て
い

る
場
所
で
で
き
る
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
し

た
。 

 

子
ど
も
の
た
め
に
ご
祈
祷
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

感
じ
が
十
分
に
伝
わ
っ
て
来
て
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。
千
歳
あ
め
・
珠
数
・
お
守
り
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
じ
ー
じ
、
ば
ー
ば
も
喜
ん
で
い
て
最
高
の
七
五

三
に
な
り
ま
し
た
。 

 

い
つ
も
元
気
な
子
ど
も
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
！ 

毎
日
最
高
の
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
！ 

こ
れ

か
ら
も
自
然
体
で
い
き
い
き
育
っ
て
ほ
し
い
な
！ 

写経写仏切仏の会 
（102回開催） 

坐禅会（101回開催） 

お寺ヨガ 
（92回開催） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

大
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
２
部
に
分
け

て
本
堂
を
ゆ
っ
た
り
使
っ
て
行
い
ま
す
。 

■
３
月
23

日
（
日
） 

■
午
前
の
部 

９
時
半
～ 

■
午
後
の
部 

13

時
半
～ 

■
各
20

名
限
定 

■
参
加
費 

 

一
人
２
５
０
０
円 

 

※
人
気
の
イ
ベ
ン
ト 

で
す
。
定
員
に
な 

り
次
第
締
め
切
り
ま 

す
。
お
早
め
に
！ 

  

  
 

■
３
月
30

日
（
日
）
午
後
１
時
半
か
ら 

桜
の
花
が
咲
く
頃
、
ハ
ス
の
蓮
根
を
植

え
替
え
ま
す
。
全
部
で
50

鉢
で
す
の

で
、
住
職
一
人
で
は
大
変
で
す
。 

そ
こ
で
蓮
友
（
は
す
と
も
）
を
募
集

し
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
蓮
を
植
え
、
育

て
、
花
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
お

手
伝
い
い
た
だ
い
た
方
に
は 

蓮
根
を
お
す
そ
分
け
し
ま
す
。 

み
な
さ
ん
「
は
す
と
も
」 

に
参
加
し
て
蓮
を
楽
し
み 

ま
せ
ん
か
！ 

(

※
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で) 

 

   

清元院 
住職 井上英之 

       

■
２
月
14

日(

金)

10

時
か
ら 

翌
日
は
、
お
釈
迦
さ
ま
の
命
日
で
す
。

お
釈
迦
さ
ま
の
残
し
て
く
だ
さ
っ
た
教
え

に
感
謝
し
、
自
分
の
生
き
方
を
振
り
返
る

日
で
す
。
30

分
ほ
ど
で
終
わ
り
ま
す
。
梅

花
講
の
ご
詠
歌
も
聞
け
ま
す
よ
。
ど
う
ぞ

皆
様
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

   

 

■
３
月
８
日(

土)

10

時
か
ら 

「
大
般
若
法
要
」
を
行
い
ま
す
。
大
般

若
経
の
功
徳
と
秋
葉
さ
ん
の
力
で
、
檀
家

や
信
徒
の
み
な
さ
ん
の
安
心
と
健
康
・
諸

願
成
就
を
祈
祷
す
る
法
要
で
す
。 

 

■
終
了
後
11

時
か
ら
「
人
形
劇
」 

 

大
山
町
で
40

年
以 

上
活
動
し
て
お
ら
れ 

る
人
形
劇
団
「
た
ん 

ぽ
ぽ
」
に
よ
る
人
形 

劇
で
す
。 

清
元
院
の
本
寺
で 

あ
る
退
休
寺
に
ま
つ 

わ
る
「
退
休
寺
物
語
」 

な
ど
が
上
演
さ
れ
ま
す
。 

 

お
子
さ
ん
お
孫
さ
ん 

と
一
緒
に
ぜ
ひ
楽
し
み 

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

  

は
す
と
も 

大
募
集 

令
和
６
年 

清
元
院
に 

お
い
で
に
な
っ
た
方
々 

  

中
山
公
民
館
大
山
カ
レ
ッ
ジ 

北
栄
町
役
場
職
員
厚
生 

青
葉
台
公
民
館 

毎
日
ク
ラ
ブ 

八
橋
２
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ 

阪
急
交
通 

リ
ョ
ー
ビ
ツ
ア
ー
ズ 

白
峰
寺
護
持
会 

久
多
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー 

羽
合
公
民
館 

就
将
公
民
館 

郡
家
東
公
民
館 

明
道
公
民
館 

日
吉
津
上
一
七
福
会 

岐
阜
バ
ス 

啓
成
公
民
館 

末
恒
公
民
館 

鳥
取
城
北
ふ
ら
っ
と
サ
ロ
ン 

長
瀬
松
友
会 

北
栄
町
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ 

気
高
下
坂
本
女
性
会 

田
園
町
町
内
会 

南
部
町
こ
と
ぶ
き
大
学 

和
田
町
第
一
寿
会 

以
西
子
供
会 

福
米
東
公
民
館 

逢
坂
地
区
公
民
館 

淡
交
会 

日
吉
津
富
吉
七
福
会 

岡
山
県
曹
洞
宗
婦
人
会 

Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央
女
性
部 

南
部
町
西
町
サ
ロ
ン 

わ
ら
わ
い
や
サ
ロ
ン 

中
部
に
っ
こ
り
の
会 

   

涅
槃
会
法
要
へ
ど
う
ぞ 

 

 

大
般
若
法
要
＆
人
形
劇 

 

清
元
院
だ
よ
り

 
 
第
２
５
号

 
 
令
和
７
年

 
1
月

 
 

〒689-2522 鳥取県東伯郡琴浦町宮木 57    
℡ 09049238768  fax 0858-55-7064   
メール inotera1@gmail.com  
 

   

清元院 HP 

   

 

❖
四
月
ま
で
の
行
事
予
定 

 

◇
１
月
１
～
３
日 

三
朝
祈
願 

◇
２
月
14

日 

涅
槃
会
10

時 

◇
３
月
８
日 

大
般
若
法
要
10

時 
 

  

※
終
了
後 

11

時
「
人
形
劇
」 

◇
３
月
20

日 

彼
岸
会
先
祖
供
養 

◇
３
月
23

日 

お
地
蔵
様
作
り
教
室 

※
①
午
前
９
時
半 

②
午
後
１
時
半 

◇
３
月
30

日 

蓮
の
植
え
替
え 

 
 
 
 

 
 
 

（
午
後
１
時
半
） 

◇
４
月
６
日  

花
ま
つ
り 

 
     

 
    

 
 

（
午
前
10

時
） 

  

❖
月
例
行
事 

 

◇
写
経
写
仏
切
仏
の
会 

 

・
第
１
日
曜 

午
後
３
時 

◇
坐
禅
会 

 
 

 

・
第
３
水
曜 

午
後
７
時
30

分 

◇
お
寺
ヨ
ガ 

・
第
４
水
曜 

午
後
７
時
30

分 
  

❖
令
和
七
年 

年
回
表 

  

一
周
忌 

 
 

令
和 

六 

年 

三
回
忌 

 
 

令
和 

五 

年 

七
回
忌 

平
成
三
十
一(

令
和
元)

年 

十
三
回
忌 

 

平
成
二
十
五
年 

十
七
回
忌 

 

平
成
二
十
一
年 

二
十
五
回
忌 

平
成
十

三

年 

三
十
三
回
忌 

平
成 

五 

年 

五
十
回
忌 

 

昭
和
五
十
一
年 

お
地
蔵
様
作
り
教
室 

Instagra

mailto:inotera1@

